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７月１１日から８月１日までの三週間、私は実習生として徳島大学附属図書館でお世話になりま
した。様々な課や係の業務を体験させて頂き、本当に幅広く図書館の内面を学ぶことができまし
た。図書館が利用者のためにどのようなことをしているのか、どのようなことをすべきなのか、
そしてその難しさ。自分の体を実際に動かして学ぶことは、これまで頭でしか理解していなかっ
たことを更に深く知ることに繋がりました。また、常三島本館だけでなく蔵本分館の方へも行か
せて頂けたことは、図書館を捉える自分の視点を広げるという意味でも、大変有意義であったと
思います。

　 実習期間中は本当に一日一日が早く、気付いた時には三週間が過ぎていました。実習を終え
て、果たして自分が何らかの成長を遂げることができたのかどうか、判然としないというのが正
直なところです。ですが、この三週間の経験は、これから時が経つにつれて私の中で重みを増す
ことでしょう。初めて社会というものに触れ、その雰囲気を肌で感じられたことは、何にも増し
て貴重なことでした。実習で学んだことをこれからに活かせるかどうかは私次第であるというこ
とだけは、念頭に置いておきたいと思います。

　 手際も悪くご迷惑をおかけするばかりでしたが、職員の皆様は本当に
優しく丁寧にご指導下さり、私が最後まで実習をやり遂げることができ
たのも、偏にそのお陰であると感じています。貴重な時間を割いてご指
導下さった図書館職員の皆様、本当にありがとうございました。
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